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数列（３）　復習①　～等差数列���等比数列���Σの計算～



　初項が�D，公比が�U�の等比数列の初項から第�Q�項までの和を� Q6 �とすると， �6  ��， �6  �����が３

成り立っているとする。ただし，U�は実数で�U!�，U
��である。
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U �� オカ �が成り立つから，U キ �であり，D ク �である。

　次の和を求めよ。４
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　次の数列の第�N�項を求めよ。また，初項から第�Q�項までの和を求めよ。５
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